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～「思いやり　支え合い　手と手をつなぐ　大家族たかはま」の実現をめざして～

第１回・２回の総合計画推進会議（7月24日・8月1日開催）では、
中期基本計画（平成26～29年度）に掲げる11目標について、目標達
成状況はどうだったか、平成28年度の取組内容や成果・課題、課題解
決に向けた今後の見直し・改善（案）など、行政内部の点検・検証結果
を、担当部署の職員から発表しました。
そして、高浜市をよりよいまちにしていくためにはどうしたらよいか、

目標の達成に向けて改善すべき課題や今後の取組みにつながるアイデア
などについて、ワールドカフェ方式で意見交換を行いました。

第６次高浜市総合計画推進会議
目標の達成状況、課題、見直し・改善（案）などを点検・確認！

目標

（１）
まちへの想いを育み、
未来を切り開く
チカラを高めます
【協働・自治】

（２）
将来を見据えた
計画的・効果的な
財政運営を行います
【財政運営】

（３）
人と学びの輪を広げ、
まちのチカラを
育みます
【生涯学習】

（４）
学校・家庭・地域が
連携を深め、12年間の
学びや育ちをつなげます
【学校教育】

①異校種参観（教師中心の活動）の充実
②高浜市がめざす子ども像の周知

①待機児童対策の充実
②身近な場所での子どもの居場所の確保
③子育て支援者の育成と支援情報提供の充実

①「地域の総合力」基盤のさらなる強化
②新たな担い手の発掘のため、まちづくり活動参加
へのきっかけ・環境づくり
③市役所の「若手・中堅職員」の成長支援

①まちのチカラの源となる「まちへの愛着・誇り」
を高める
②生涯学習・スポーツ施設のあり方
③市民とともに育む生涯学習・文化・スポーツ活動
の充実

①「公共施設総合管理計画」の推進　
②公平な税の負担のために滞納状況に応じた市税の
徴収
③将来に負担を残さない健全な財政運営への取組み

取組みから見えてきた課題と
今後の見直し・改善（案）の概要

市民意識調査の今後の高浜市に
おける重要施策についての設問
で、「財政運営」が重要と答え
た人の比率は20.9％となって
いる。また、「財政状況に関心
を持っている」人の割合も
73.8％という結果が出ており、
市民の関心は高まっている。こ
のチャンスを逃さず、しっかり
と情報公開しながら事業を進め
てもらいたい。

新しく作成を始めた『市誌』編
さんの流れもあるが、地元の中
高生の参加も促し、若い人たち
が学べる場を創出してはどうか。

めざす子ども像周知のためのカ
レンダーがどんな使われ方をさ
れているのか調査することも必
要である。

推進会議からの主な意見

若い世代の取組みを応援するこ
とは、将来の高浜市に返ってく
る。そのきっかけづくりをお願
いしたい。

（６）
産業を活性化して、
まちを元気にします
【産業・観光】

①工業用地の創出に伴う関係機関との調整
②ジャンボ落花生の耕作面積の拡大
③地場産業である三州瓦の販路拡大方法の検討

幼稚園・保育園全体が今後どう
動いていくのかといった説明が
ないと、親が不安になるので、
十分な情報提供を今後も行って
いく必要がある。

（５）
地域ぐるみで子育ち・
子育てを支えます
【子育ち・子育て】

工業用地創出に向けて、企業の
熱が冷めないうちにスピード感
を持って取り組んでほしい。
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目標の達成状況、課題、見直し・改善（案）などを点検・確認！

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線339）

◆総合計画推進会議は傍聴可能です。
◆総合計画や総合計画推進会議の詳しい内容は、市公式ホームページのトップページのバナー「第６次高浜市総合計
画」をクリック！

カ メ ラ レ ポ ー ト
応急対策用資機材等の協力に
関する　協定

南海トラフ地震など大規模災害が発生した際に、応
急対策用資機材など（建築機械、ハウス、トイレな
ど）の貸借について協力いただくための協定を「レ
ンテック大敬㈱」（新田町）と締結しました。

C A M E R A  R E P O R T
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（８）
ハーモニーを奏でる
快適な都市空間を
つくります
【都市基盤】

取組みから見えてきた課題と
今後の見直し・改善（案）の概要

目標

（７）
みんなでまちを
きれいにします
【環境美化】

①さらなる、「ごみ減量化」の取組み
②町内会が運営する分別収集拠点のあり方・運営方
法の検討

③地域・学校・事業者・関係機関と連携した環境美
化活動、環境保全活動の取組み

①生活困窮世帯への対応
②避難行動要支援者支援の展開
③認知症サポーターの養成と活動の支援

①「自助」「共助」に基づく地域防災力の強化
②犯罪発生件数の減少対策の強化
③交通事故発生件数の減少対策の強化

①「公園施設長寿命化計画」の策定
②インフラ基盤の整備　
③公共下水道事業などの着実な進捗と国・県との連
携

（９）
安全・安心が実感できる
地域づくりを進めます
【防犯・防災】

指標の数値が停滞傾向にあるが、これは施策に大きな変化が出ていないからではない
か。悲観的に受けとめすぎる必要はないが地域力の高まりによる成果部分も鑑みなが
ら広報・伝達は足りているかなど問いなおす必要性を感じる。

ごみ分別収集は町内会の力を借
りないとできない。町内会をバ
ックアップできるような仕組み
も必要となってくる。

犯罪発生件数と交通事故発生件
数の減少は、行政の取組みだけ
でなく、“地域力”があってこその
減少である。ここ数年で安心安
全に対する地域意識がついてき
ているということは間違いない。

遊具のなかには老朽化が進んで
危険なものもある。直す・取り
換える・撤去するなどの作業を
地域性も見ながら今後検討して
もらいたい。

推進会議からの主な意見

（避難行動要支援者の名簿につ
いて）まちづくりの担い手が多
いほど対応力はあがる、もっと
町内会などに入会しやすくなる
よう、行政との協力も不可欠で
ある。地域が機能しなくなれば
要支援者の支援ができなくなっ
てくる。

目標全般について

（10）
一人ひとりを認め合い、
その人らしく暮らせる
まちづくりを進めます
【地域福祉】

（11）
一人ひとりの元気と
健康づくりを応援します
【健康】

市民意識調査で高齢者になるほ
ど評価が高くなっているのは
「脳とからだの健康チェック」
などの取組みに力を入れてきた
成果だと思われる。

①高齢者の居場所および生きがいづくりの充実　
②若い世代の健康づくり活動の促進
③認知症予防に効果的な活動を分析し、地域で実践
する仕組みをつくる


